
第1部

講       演：「生き心地の良い地域とは～着眼点を変えて問題を眺め、考える～」

 講　　　 師：大学共同利用機関法人　情報・システム研究機構　統計数理研究所医療健康データ科学研究センター 　特任准教授　岡檀　氏

配 信 期 間：令和7年1月22日（水）～2月28日（金）

第2部 第4部　会場開催

日　　　　時：令和7年1月22日（水）　9：15～16：20

会　　　　場：埼玉会館
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第26回　埼玉県健康福祉研究発表会　プログラム

第１会場（ラウンジ） 第２会場（７Ａ会議室） 第３会場（７Ｂ会議室） 第４会場（３Ｃ会議室） 第５会場（３Ｂ会議室）

会場開催

オンデマンド配信

2 重層的支援体制の
強化に向けて

（4題）

精神保健福祉センター
副センター長　広沢昇

7 若い世代の健康を
サポートするために

（4題）

衛生研究所　企画・地域保健担当

担当部長　松岡綾子

12 データを活用した検討と実践
（4題）

川口市保健総務課
主幹　椎名明子

15 多様な健康危機への対策
（4題）

朝霞保健所　生活衛生・薬事
担当　担当部長　渋谷正一

ポスター貼付

ポスター閲覧

1 子どもの育成を促す支援
（4題）

富士見市健康増進センター
副センター長　平貴美子

6 地域全体の
感染症対策の向上

（4題）

熊谷保健所　所長
中山由紀

11 地域住民のための
ネットワークづくり

（4題）

精神保健福祉センター
精神保健福祉部長兼救急情報部長

濱田彰子

40分

会場開催

40分

アンケート記入・閉会

3 検査・発生動向分析
（4題）

加須保健所　生活衛生・薬事担当

担当部長　福田郡盛

8 業務改善・DX推進
（4題）

草加保健所
副所長　垣田真一

13 自治体間の協働と連携
（3題）

幸手保健所　保健予防推進担当
担当部長　牧野栄子

16 普及啓発の
アイディアと工夫

（4題）

川越市保健総務課
参事　後藤知美

ポスター閲覧

40分

40分 40分

アンケート記入・閉会

　　メイン会場（小ホール）

舞台転換

開会

局長挨拶

舞台転換

14 住みよい地域を目指した
体制整備
（3題）

春日部保健所　広域調整担当
主任　渋谷直樹

ワークショップ「地域実践の視点から考える連携の可能性」（60分）

日本赤十字看護大学　さいたま看護学部　講師　永井健太

シンポジウム「創造力と協創で実現する新たな公衆衛生」（60分）

自治医科大学　看護学部　教授　春山早苗

4 公衆衛生従事者への
人材育成
（4題）

埼玉県立大学
保健医療福祉学部看護学科

教授　関美雪

9 地域連携推進に向けて
（4題）

草加保健所　保健予防推進担当
担当課長　和久井幸枝

10 効果的な健康づくり
（3題）

さいたま市保健衛生局
保健所参事　岩瀬真澄
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質疑応答
（20分）
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アンケート記入・閉会

40分

5 支援者に対するアプローチ
（4題）

越谷市保健総務課
調整幹　佐々木明美
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